
飯山市この一年
　平成 18 年以来の豪雪で始まった平成 24 年。大量の雪解け水による
と見られる地すべり災害の発生した春が過ぎ、猛暑となった夏の暑さは
９月中旬まで続きました。紅葉の秋が足早に過ぎ去り、気がつけば今年
も 12 月。雪が舞う季節となりました。
　新幹線飯山駅開業まであと 2 年あまり。今年は、駅周辺整備や「（仮）
飯山ぷらざ」、飯山城址公園の整備計画も一層進み、11 月 21 日には飯
山市の新たなシンボル仁王門（仁王像展示施設）も完成しました。
　さまざまなことがあった１年を振り返ります。

新幹線飯山駅開業準備着々と
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写 真 解 説 （2 ページ）
①長野県で初めてスキー滑走が行われた妙専寺では、その歴
　史を振り返る「さかのぼる」が開催され、足立市長も長野
　県スキー伝来の祖、市川達穣先生に扮して参加した。
②今年の豪雪では、市職員やボランティアが弱者世帯への支
　援活動などを行い、冬の暮らしの安全を確保した。
④地すべり被害のあった飯山斑尾新井線は、懸命な復旧作業
　により、スキーシーズンが始まる 11 月 26 日には通行止解
　除となった。
⑤残雪で開花の遅れが心配された「いいやま菜の花まつり」。
　地元「菜の花さかせるかい」など懸命の努力により、今年
　もみごとな景観となり、期間中は多くの観光客が訪れた。
⑥健康志向の高まりのなか、飯山市ロードレース大会には、
　今年も 1000 人あまりが出場し熱戦を繰り広げた。
⑦市内各分団が磨き上げた技術を競った大会では、見事な操
　法が披露され、飯山市の大会、北信大会を勝ち進んだ第 6
　分団自動車部（外様）が長野県大会への出場を果たした。
⑧大規模災害時の応援体制強化のため、山形県長井市と災害
　時相互応援協定を締結。11 月 14 日には東京都国分寺市と
　も調印を行い、合計 4 都市との協定締結となった。
⑨市内中学校との相互訪問交流がきっかけで実現した中国深
　圳市福田区との友好交流覚書調印。今後観光や医療、スポー
　ツなど多様な交流が期待される。
⑩約１万 5000 個もの灯篭がまちを彩った「いいやま灯篭ま
　つり」。今年も暑いダンスと幻想的な灯篭の灯りの２部構成
　で開催され、多くの皆さんが訪れた。
⑫平成 18 年 10 月 18 日就任以来、6 年間にわたり教育長を
　務められた土屋稔さんが任期満了により退任。
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飯山市の動き （平成 24 年１月～ 12 月）

  1 月 4 日 　FIS スキーワールドカップ（オーストリア・インスブルック）で、飯山市出身の
　竹内択選手が３位入賞

  1 月 23 日 ①飯山スキー伝来 100 周年記念日
　城山で記念滑走、妙専寺で「さかのぼる」開催

  1 月 29 日
  ～ 2 月 3 日 　全国高等学校スキー大会で飯山高校女子が２年ぶり８回目の全国制覇

  1 月 31 日 　信越 9 市町村広域観光連携会議発足
  2 月 3 日 ②常盤飯山気象観測所で今年最高積雪深 2m42cm を観測
  2 月 11 日、12 日　第 30 回いいやま雪まつり
  2 月 17 日 　山梨県山梨市と「災害時ホームページ情報提供」調印

  3 月 13 日 　「（仮）飯山ぷらざ」設計監理者に株式会社隈研吾建築都市設計
　事務所が選ばれ、仲條一級建築士事務所との共同企業体結成

  3 月 26 日 ③城山公園整備基本計画策定
  3 月 27 日 　コミュニティーバス斑尾線に新型車両導入
  4 月 1 日 　市税・上下水道料金のコンビニ収納スタート
  4 月 11 日 　新幹線飯山駅安全祈願祭および立柱式開催

  4 月 27 日 　戸狩温泉スキー場ゲレンデ付近で、地すべり発生。幅約 50m、
　長さ約 300m にわたり土砂流出。民家などへの被害なし。

  4 月 29 日
④県道飯山斑尾新井線分道集落付近の斜面で地すべり発生。同日 10
　時全面通行止め（通行止め解除は 11 月 26 日）　人的被害なし
　飯山市消防団観閲式

  5 月 3 日
　　～ 5 日

⑤第 29 回いいやま菜の花まつり開催（菜の花公園でキリンビールマ
　ーケティング㈱長野支社と「まちづくり」に関する連携協定締結）

  5 月 26 日 　飯山市水防訓練開催
  6 月 17 日 ⑥飯山市ロードレース大会開催。参加者約 1000 人
  6 月 21 日 　6 月定例市議会で足立市長が「中心市宣言」
  6 月 24 日 ⑦飯山消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会開催
  6 月 29 日 ⑧山形県長井市と災害時相互応援協定締結

  7 月 8 日 　北信消防協会ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会開催　出場した第 6
　分団自動車部（外様地区）が優勝し 7 月 29 日長野県大会出場

  7 月 10 日
　高社山付近を震源とした地震発生。木島平村・中野市で震度 5 弱。
　飯山市福寿町で震度 4（4.4）を観測
⑨中国深圳市福田区において、同区との友好交流覚書に調印

  7 月 29 日 　猪瀬直樹東京都副知事飯山市で講演
  8 月 4 日 ⑩いいやま灯篭まつり開催
  8 月 20 日 　中部電気保安協会と災害時における電気の保安に関する協定を調印
  8 月 22 日 　㈱カインズと災害時における生活物資の供給協力に関する協定を調印
  8 月 24 日 　信越 9 市町村広域観光連携開催 組織拡大総会開催
  9 月 1 日 　飯山市総合防災訓練 瑞穂地区で開催
  9 月 4 日 ⑪ JR にて新型新幹線車両 E7 系の概要発表
  9 月 8 日 　ノーベル賞科学者白川英樹さん飯山で講演

10 月 1 日
　路線バス（小境線）運行方法変更。デマンド方式開始
　飯山市空き家等の適正管理に関する条例施行

10 月 7 日 　第 39 回飯山市駅伝大会開催。
10 月 5 日 ⑫土屋教育長退任式（任期は 10 月 8 日まで）
10 月 9 日 　臨時教育委員会において、清水岩夫教育委員長、長瀬哲教育長が選任
10 月 13 日、14 日　いいやま花フェスタ「寺町花街道」開催
10 月 22 日
～ 11月 4 日

⑬「（仮）飯山ぷらざ」基本設計（案）に基づき、市内 11 か所で市民
　説明会。11 月 4 日には飯山市民会館で隈研吾講演会

10 月 30 日 ⑭北陸新幹線開業イベント実行委員会設立。高架橋にＰＲ画像投影開始
11 月 8 日 　飯山市が北陸新幹線停車駅都市観光推進会議に加入（4㌻参照）
11 月 11 日 　飯山市サマージャンプ大会開催。
11 月 14 日 　東京都国分寺市と災害時相互応援協定締結（5㌻参照）
11 月 21 日 ⑮ JR 飯山駅前において、仁王門等建築工事竣工式（5㌻参照）

11 月 26 日 　4 月 29 日の地すべり被害で通行止めとなっていた県道飯山斑尾
　新井線が、通行止解除（片側通行）

11 月 27 日 　飯山線飯山駅移設関連工事安全祈願祭（36㌻参照）
12 月 3 日 　市議会の新たな構成決まる（6㌻参照）

③飯山の歴史的シンボルである飯山城址公園の
　整備計画では、15 年後までに物見櫓や城門な
　どを整備するの基本計画が示された。

⑬「（仮）飯山ぷらざ」は、基本設計（案）が示され、
　その規模や設計理念が市民に説明された。

④

⑪デザインコンセ
　プトを「“ 和 ” の未来」
　とした新幹線新型車両 E7 系は、
　今後首都圏と北陸新幹線沿線を結びます。

⑧

⑭

※　○内の数字は、画像の数字と同一です。
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災害時相互応援協定締結先の各都市

山形県 長井市
H24.6.29

富山県 魚津市
H9.5.19

山梨県 山梨市
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業
を
盛
り
上
げ
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集

　

実
行
委
員
会
で
は
、
新
幹
線

飯
山
駅
開
業
時
、
ま
た
は
開
業
前

に
気
運
を
盛
り
上
げ
、
市
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
効
果
的
な
も
の

を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
自
身
で
出
来
な
く
て
も
、
結

構
で
す
。
各
種
ア
イ
デ
ア
を
ご
提

案
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ア
イ
デ
ア
の
応
募
者
に
は

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
応
募
方
法

　
郵
送
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

等
で
ア
イ
デ
ア
、
住
所
、
氏
名
を

ご
記
入
の
う
え
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。（
書
式
不
問
）

■
応
募
締
切

　
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

飯
山
線
飯
山
駅
前
に
新
名
所
誕
生

 

仁
王
像
整
備
事
業
竣
工
式
開
催

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
控
え

「
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
７
月
か

ら
建
築
工
事
を
行
っ
て
い
た
仁
王

門
（
仁
王
像
展
示
施
設
）
が
完
成

し
、
11
月
21
日
、
竣
工
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
足
立
市
長
を
は
じ

め
石
田
前
市
長
、
長
い
間
仁
王
像

を
安
置
い
た
だ
い
た
長
野
市
の
眞

龍
寺
か
ら
古
澤
住
職
、
仁
王
像
の

修
復
に
あ
た
っ
た
飯
山
仏
壇
事
業

組
合
、
仁
王
門
の
建
築
に
あ
た
っ

た
工
事
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、

門
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
も
の
時
を
経
て
、
再

び
飯
山
の
地
に
里
帰
り
を
果
た

し
た
仁
王
様
は
、
飯
山
市
の
玄
関

口
に
建
築
さ
れ
た
新
た
な
居
を
得

て
、
飯
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
飯
山
市
の
新
た
な
名

所
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水
道
水
の
放
射
線
物
質
測
定
結
果

　

市
で
は
、
水
道
水
の
安
心
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
原
水
６

か
所
の
放
射
線
物
質
の
検
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の
水
源

の
検
査
値
も
不
検
出
（
検
出
下
限

値
（
１
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
）
未
満
）

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
飯

山
市
の
お
い
し
い
水
道
水
を
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検 査 か 所：斑尾・瑞穂・木島・温井
　　　　　　太田南部・西大滝
検 査 物 質：
　ヨウ素 131、セシウム 134、
　セシウム 136、セシウム 137
原水の種類：地下水
測 定 対 象：蛇口水
採　取　日：H24.11.30
測 定 機 関：㈱科学技術開発センター
測 定 機 器：ゲルマニウム半導体検出器

上
下
水
道
課 

工
務
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
２
３

　

11
月
25
日
、「
農
の
ま
つ
り
」

が
太
田
地
区
五
荷
の
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
農
業
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
文
、
図
画
の
表
彰
（
広
報

11
月
号
参
照
）
や
農
業
賞
の
授

与
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
育
っ
た
場

所
が
見
え
る
と
お
い
し
い
」。近
年
、

健
康
志
向
高
ま
り
や
大
規
模
災

害
な
ど
を
背
景
に
、
農
産
物
の
産

地
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
の
ま
つ
り
で
は
、
飯
山
の
安
心

安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
を
多
く

の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
式
典
後
は
餅

つ
き
大
会
や
地
域
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
、
新
米
の
お
に
ぎ
り
、
キ

ノ
コ
汁
、
主
催
の
農
業
委
員
会
で

今
年
度
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
ソ
バ

や
、
小
麦
で
作
っ
た
ピ
ザ
な
ど
も

振
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
飯

山
の
お
い
し
い
農
産
物
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

育
っ
た
場
所
が
見
え
る
と
お
い
し
い

 

「
農
の
ま
つ
り
」
で
農
産
物
を
堪
能
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市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

　住民基本台帳法に基づき、平成 23 年 11 月１日から平成
24 年 10 月 31 日までの住民基本台帳閲覧状況を公表します。

閲覧することができる場合
　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体
が行う地域住民のための福祉活動。営利以外の目的で
行う居住関係の確認のうち、訴訟の提起その他特別な
事由がある場合。

【国および地方公共団体の機関による閲覧】
機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

自衛隊長野地方
協力本部 自衛官の募集 H23.12.26 H6.4.2 ～ H7.4.1

の間に生まれた男女

【個人または法人による閲覧】
申出者 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

社団法人　新情
報センター

生活の質に関する
調査 H24.2.21 大字飯山に在住の

15 歳以上男女
（株）日本リサー
チセンター

生活意識に関する
アンケート調査 H24.2.21 大字飯山に在住の

20 歳以上男女
社団法人　新情
報センター

国民生活に関する
世論調査 H24.5.29 大字蓮に在住の

20 歳以上男女

油
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

そ
の
場
を
離
れ
な
い
！

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油

を
小
分
け
す
る
時
は
、
そ
の
場
を

離
れ
た
り
し
て
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
設
備
の
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う

油
を
流
し
て
し
ま
っ
た

油
流
出
を
発
見
し
た
場
合

　

す
み
や
か
に
岳
北
消
防
本
部

（
☎
�
０
１
１
９
）
ま
た
は
市
役
所

市
民
環
境
課
（
☎
�
３
１
１
１
）

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
飯
山
市
国
民

健
康
保
険
会
計
に
お
け
る
医
療

費
総
額
は
、
約
21
億
３
千
万
円

と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
開
始
さ
れ
た
平
成
20
年
度
に
比

べ
約
６
㌫
の
増
加
で
、
１
人
当
た

り
の
医
療
費
も
約
12
㌫
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
医
療
費
を
分
析
し

て
み
る
と
、
入
院
関
係
医
療
費
の

知
る
は
健
康
へ
の
第
一
歩 ―

み
ん
な
で
受
け
よ
う
特
定
健
診―

　

糖
尿
病
と
は
、
慢
性
高
血
糖

状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
放
置
す
る

と
腎
症
・
神
経
障
害
・
網
膜
症

の
三
大
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
ほ

か
、
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
の
発
生

率
も
高
ま
り
ま
す
。

■
飯
山
市
の
現
状
は
？

　

飯
山
市
内
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
で
特
定
健
診
を
受
け
た
方

の
内
、H

bA1c

（
体
内
に
お
け
る

余
分
な
糖
の
存
在
を
示
す
）
の
数

値
が
、
基
準
値
（
５・２
）
以
上

の
割
合
は
84
㌫
で
す
。（
県
平
均

65
・
３
㌫
）
こ
れ
は
県
内
で
は
最

悪
の
数
値
で
あ
り
、
市
内
の
特
定

健
診
受
診
率
も
県
下
19
市
中
最

下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
・
健
診
結
果
か
ら
分

析
す
る
と
、
今
後
ま
す
ま
す
糖
尿

病
治
療
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

危
機
的
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

■
市
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い

・
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
特
定
健
診
を

必
ず
受
け
て
、
自
分
の
体
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
定
健
診
の
結
果
を
も
と
に
保

健
指
導
を
受
け
、
で
き
る
こ
と
か

ら
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

H20　　　H21　　　H22　　　H23　　　　H24

35千円

30 千円

25千円

20 千円

15千円

10 千円

5千円

0 千円

1 人当医療費総額
1 人当医療費（うち国保負担分）
1 人当医療費（うち入院費）

１人当の医療費推移（平成 20 年度～年度 24 年度）

※　平成 24 年度の数値は、11 月時点での推計値です。

記事の訂正とお詫びについて
　広報 11 月号 5 ページ中段の、「～県の「輝く地域
づくり支援金」や～」を「～県の「地域発　元気づ
くり支援金」や～」にお詫びのうえ訂正させていた
だきます。

占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
対
平
成

20
年
度
比
で
約
37
㌫
、
金
額
に
し

て
約
４
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
や
ご
家
族
の
健
康
の
た

め
に
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効

に
使
用
す
る
た
め
に
も
、
病
気
の

早
期
発
見
、早
期
治
療
に
つ
と
め
、

日
頃
か
ら
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

順位 市 特定健診
受診率

保健指導
実施率

1 諏 訪 市 52.2% 44.4%
2 長 野 市 46.7% 20.6%
3 須 坂 市 45.2% 30.9%
4 中 野 市 44.0% 53.3%
5 松 本 市 43.8% 18.2％
6 塩 尻 市 41.9% 39.9%
県 平 均 41.0% 39.8%
7 駒 ヶ 根 市 40.7% 27.8%
8 東 御 市 38.6% 23.7%
9 安 曇 野 市 36.4% 42.0%
10 千 曲 市 35.7% 66.5%
11 伊 那 市 35.3% 73.7%
12 小 諸 市 34.2% 34.9%
13 岡 谷 市 33.5% 62.8%
14 佐 久 市 33.4% 37.4%
15 上 田 市 33.3% 37.4%
16 飯 田 市 33.0% 74.3%
17 茅 野 市 32.6% 59.0%
18 大 町 市 30.8% 28.3%
19 飯 山 市 29.7% 14.6%

平成 24 年度
　特定健診・保健指導実施率

早
期
発
見
・
治
療
に
つ
と
め
、

健
康
維
持
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

飯
山
市
民
に
し
の
び
よ
る
糖
尿
病

飯
山
市
議
会　

新
た
な
構
成
へ

議
長
に
久
保
田
幸
治
議
員
再
選
、
副
議
長
に
小
林
喜
美
治
議
員

 公表 住民基本台帳
閲覧状況

　

飯
山
市
議
会
12
月
定
例
会
が

招
集
さ
れ
た
12
月
３
日
、
申
し
合

わ
せ
に
よ
る
２
年
任
期
が
満
了
と

な
る
に
伴
い
、
正
副
議
長
選
挙
お

よ
び
各
委
員
会
の
構
成
な
ど
が
行

︻
常
任
委
員
会
︼

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

◎
水
野
晴
光　

○
石
田
克
男

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

◎
西
條
豊
致　

○
上
松
永
林

・
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　

◎
水
野
英
夫　

○
竹
井
政
志

︻
議
会
運
営
委
員
会
︼

　

◎
望
月
弘
幸　

○
高
山
恒
夫

︻
議
会
選
出
役
員
等
︼（
内
定
）

・
飯
山
市
監
査
委
員　
佐
藤
正
夫

・
農
業
委
員
会
委
員　
山
�
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
克
男

・
岳
北
広
域
行
政
組
合
監
査
委
員

　

渡
邉
吉
晴

・
北
信
広
域
連
合
基
本
計
画
審
議
委
員

　

水
野
英
夫

議　長
久保田幸治

副議長
小林喜美治

わ
れ
、
飯
山
市
議
会
が
新
た
な
構

成
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
副
議
長
お
よ
び
各
委
員
会
正

副
委
員
長
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
：
委
員
長　

○
：
副
委
員
長
）

市民環境課 市民係 ☎ 62-3111 内線 151・156

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１ 

FAX
�
５
９
９
０

飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会
公
募
委
員
を
募
集

　

市
で
は
今
年
度
、
市
民
策
定
委

員
会
（
村
石
桂
太
郎
委
員
長
）
を

中
心
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
最

上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
の
第

５
次
計
画
の
原
案
作
成
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び

「
飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
市
長
が
学
識
経

験
者
等
か
ら
委
嘱
す
る
委
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
が
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
４
人
以
内

■
受
付
期
限　
１
月
11
日
㈮

■
任
期　
１
月
頃
か
ら
年
度
末

■
報
酬　
市
条
例
で
定
め
る
額

■
応
募
資
格　

次
の
①
～
④
の

要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20 

　

歳
以
上
の
方

②
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

　

委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

③
市
職
員
ま
た
は
議
員
以
外
の
方

④
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
申
込
手
続
き

　

応
募
申
込
書
を
企
画
財
政
課

ま
で
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
。

※
応
募
申
込
書
は
企
画
財
政
課

窓
口
ま
た
は
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

子ども課 子育て支援係 ☎ 62-3111 内線 363

■募集職種・募集人数（いずれも若干名）
　嘱託職員 ･･･ 保育士（実務経験 2 年以上）
　臨時職員 ･･･ 保育士、給食調理員
■応募資格（次の資格を持つ方（年齢条件あり））
　保育士…保育士　給食調理員…調理師
■試験内容　書類審査および面接
■試験日時　平成 25 年 2 月 12 日（火）（予定）
■勤務条件（市規定によります）
　嘱託保育士 ･･･ 月額 160,200 円～
　臨 時 職 員 ･･･ 時給 800 円（日額 6400 円）
■任用期間（勤務成績により更新あり）
　平成 25 年４月１日から指定期限まで
■応募期間および提出書類
　平成 25 年１月 31 日（木）までに、自筆履歴書（写
真貼付）を子ども課まで提出してください。

保育園嘱託・臨時職員募集します
（保育士・給食調理員）
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収  入 今年度予算額 上半期執行額 執行率

水道事業収益 合計 4 億 4011 万円 2 億 2699 万円 51.6％
営 業 収 益  計 4 億 2511 万円 2 億 2310 万円 52.5％
給 水 収 益 4 億 961 万円 2 億 1881 万円 53.4％
受 託 工 事 収 益 1050 万円 85 万円 8.1％
そ の 他 営 業 収 益 500 万円 344 万円 68.8％
営 業 外 収 益  計 1500 万円 389 万円 25.9％
他会計補助金、雑収益等 1500 万円 389 万円 25.9％

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）

区　分 今年度上半期 前年度上半期 前年対比
給 水 件 数 6558 戸 6567 戸 99.9％
配 水 量 131 万 3388㎥ 129 万 7028㎥ 101.3％
１日平均配水量 7177㎥ 7088㎥ 101.3％
給 水 量 97 万 3655㎥ 101 万 365㎥ 96.4％
１日平均給水量 5321㎥ 5521㎥ 96.4％
有 収 率 74.1％ 77.9％ 95.1％

■給水状況（上半期水道事業）

借入先 前年度末残高 上半期償還額 未返済残高
財務省財政融資資金 13 億 4294 万 3715 万 13 億 579 万
公 営 企 業 金 融 基 金 6 億 1394 万 1977 万 5 億 9417 万

合　計 19 億 5688 万 5692 万 18 億 9996 万

上半期の収支差引（消費税含む）
2 億 2699 万円 － 1 億 7439 万円＝ 5260 万円

支  出 今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業費用 合計 4 億 4011 万円 1 億 7439 万円 39.6％
営 業 費 用  計 3 億 3991 万円 1 億 4959 万円 44.0％
原水および浄水費 3871 万円 1772 万円 45.8％
配水および給水費 4993 万円 1492 万円 29.9％
受 託 工 事 費 1050 万円 38 万円 3.6％
総 係 費 3758 万円 1529 万円 40.7％
減 価 償 却 費 2 億 50 万円 1 億 25 万円 50.0％
資 産 減 耗 費 204 万円 102 万円 50.0％
そ の 他 営 業 費 用 65 万円 1 万円 1.5％
営 業 外 費 用  計 1 億 円 2480 万円 24.8％
支 払 利 息 等 1 億 円 2480 万円 24.8％
予 備 費 20 万円 0 万円 0.0％

■企業債（借入金）償還状況（上半期）

平成 24 年度上半期の財政状況

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 54 億 5728 万 36 億 5381 万 67.0％
市 　 税 22 億 5000 万 12 億 7097 万 56.5％
国庫支出金 12 億 4332 万 3 億 3046 万 26.6％
諸 収 入 10 億 8742 万 5227 万 4.8％
市 　 債 18 億 800 万 100 万 0.1％
県 支 出 金 6 億 3825 万 7902 万 12.4％
そ の 他 16 億 9676 万 10 億 1976 万 60.1％

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土 木 費 39 億 8299 万 6 億 7058 万 16.8％
民 生 費 31 億 1350 万 10 億 600 万 32.3％
公 債 費 13 億 6829 万 5 億 9724 万 43.6％
総 務 費 14 億 4051 万 5 億 4502 万 37.8％
商 工 費 9 億 9097 万 6 億 3290 万 63.9％
教 育 費 11 億 3181 万 4 億 1263 万 36.5％
衛 生 費 8 億 4249 万 2 億 4375 万 28.9％
農林水産業費 5 億 8032 万 1 億 1260 万 19.4％
そ の 他 7 億 3015 万 3 億 2133 万 44.0％

２．特別会計の状況
会　計 予算額 収入済額 執行率支出済額

簡 易 水 道 等 2 億 1422 万 5135 万 24.0％
6560 万 30.6％

公 共 下 水 道 8 億 6067 万 1 億 374 万 12.1％
2 億 5131 万 29.2％

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 3 億 8246 万 4748 万 12.4％

1 億 7034 万 44.5％

農 業 集 落 排 水 3 億 3632 万 5081 万 15.1％
1 億 5321 万 45.6％

国 民 健 康 保 険 25 億 8535 万 9 億 682 万 35.1％
10 億 9783 万 42.5％

後期高齢者医療 2 億 4765 万 6402 万 25.9％
8268 万 33.4％

介 護 保 険 25 億 3260 万 10 億 3476 万 40.9％
10 億 2577 万 40.5％

介 護 サ ー ビ ス 778 万 478 万 61.4％
112 万 14.4％

福 祉 企 業
セ ン タ ー 5797 万 2317 万 40.0％

2487 万 42.9％
ケーブルテレビ
事 業 3 億 989 万 1 億 2512 万 40.4％

8165 万 26.3％

平成 24 年度　一般会計予算の補正状況
  歳　入

  歳　出 支出済額　45 億 4205 万円
執 行 率　32.0％
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収入済額　64 億 729 万円
収 入 率　45.2％

飯山市の財政事情　市では年 2 回、財政の執行状況等を市民の皆さんに公
表しています。今回は平成 24 年 4 月から 24 年 9 月末
まで（数値は 9 月末現在）の状況です。なお、さらに詳
細なデータは飯山市ホームページでご覧いただけます。

※給水量…有収水量のこと（水道料金の対象となった水量）
※有収率…配水量に対する有収水量の割合

※営業費用のうち、減価償却費、資産減耗費については 24 年度
　見込額の 2 分の１を執行額として集計しています。

※平成 24 年度上半期は、企業債の新規借入はありません。

　平成 24 年度上半期の水道事業の業務状況をお知
らせします。（数値は平成 24 年９月末現在）

【給水の状況】
　上半期の給水量は、約 97 万㎥となり、前年度よ
　り減少となりました。

【建設改良工事の状況】　（主な工事内容）
　・山岸水源水道施設整備工事
　・新幹線飯山駅周辺整備事業関連水道管布設工事
　・吉水源老朽管（送水管）布設替工事
　・五荷配水管布設替工事

平成 24 年度上半期の経理状況など

水道事業会計

400 億

350 億

300 億

250 億

200 億

　市の借金である市債の残高は順調に減少しています。
　今後も計画的に返済を行い、健全な財政運営に努めます。

（各年の残高数値は 9 月末現在）

長期借入金残高の推移（全会計）

【９月補正】補正額：3 億 1825 万円
・除雪対策事業（1 億 500 万円）
・都市計画道路静間線整備事業（3120 万円）
・駅西地区整備事業（3646 万円）
・土木施設災害復旧事業（2600 万円）
・予防接種等事業（701 万円）
・観光施設整備事業（572 万円）
【7 月補正】補正額：5113 万円
・公図電子化整備（緊急雇用創出）事業（2535 万円）
・消雪施設等台帳整備（緊急雇用創出）事業（919 万円）
・立体駐車場整備事業（1315 万円）
【6 月補正】補正額：7731 万円
・公共交通運行事業（632 万円）
・道路維持事業（510 万円）
・市道舗装修繕事業（513 万円）
・議事堂整備事業（450 万円）
【5 月補正】：補正額 1700 万円
・農業施設災害復旧事業（1200 万円）
・住宅リフォーム支援事業（500 万円）
【4 月補正】：補正額 4575 万円
・除雪対策事業（4000 万円）
・農産物残雪対策事業（359 万円）

一般会計 歳入歳出予算額 141 億 8103 万円 1．一般会計の状況

平成 24 年度
当初予算

（繰越含む）
136 億

7159 万円

【主な事業】（補正分）

379 億 733 万

354 億 9070 万

330 億 8527 万

303 億 4505 万

282 億 1162 万

H17

259 億 1197 万

240 億 401 万

H19H18 H20 H21 H22 H23

パイロット

かけがえのない

　水資源。次代に受け継ぐため、
　　　　　　　　　　　　節水に心がけましょう。

226 億 4087 万

H24
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１  職員の任免および職員数に関する状況
【職員の採用・退職状況】 【部門別職員数の状況と主な増減理由】

 部   門
区   分

職員数 ( 人 )
増減 主な増減理由23 年度 24 年度

一 般 行 政

議　会 ３ 3
総務企画 49 52 3 行政改革による増 
税　務 12 12
民　生 52 50 △ 2 行政改革による減 
衛　生 12 12
農　林 15 15
商　工 10 8 △ 2 行政改革による減 
土　木 29 31 2 行政改革による増 

特 別 行 政 教　育 43 42 △ 1 行政改革による減 

公営企業等
水　道 8 8
下水道 5 5
その他 16 15 △ 1 行政改革による減 

合　計 254 253 △ 1

【一般行政職の平均給料月額と
  平均年齢の状況】 　（Ｈ 24 年４月１日現在） 

平均給料月額 平均年齢
33 万 1000 円 44.1 歳

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

【特別職報酬などの状況】
（H24 年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額等
市　長 714,000 円
副市長 585,000 円
教育長 508,000 円
議　長 328,000 円
副議長 281,000 円
議　員 263,000 円

【期末手当支給割合】
給料月額等 ×1.4× 下記の月数   

  ６月期 :1.4 月   12 月期 :1.55 月

平成 23 年度中に新たに育児休業を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 3 か月以下 3 か月超え

6 か月以下
6 か月超え
9 か月以下

9 か月超え
1 年以下

1 年超え
3 年以下

－ 2 － － － － 2

【職員の勤務時間】1 週間 38 時間 45 分、勤務の割振り：月曜日
から金曜日。１日の勤務時間：午前８時 30 分から午後５時 15 分。（途
中 1 時間の休憩時間を設け 7 時間 45 分）

【休暇等の種類】年次休暇、療養休暇、特別休暇（夏季、結婚、産前産後、
子の看護、忌引、ボランティア活動等）、育児休業、介護休暇等

【年次休暇】年 20 日。使用しなかった年次休暇は翌年次に限り繰
り越して使用可。平成 23 年中の平均取得日数は 8.4 日。

【育児休業、介護休暇の取得状況等】 ( 右表参照 )

分限処分の件数（Ｈ 23 年度） 処分の主な理由
免職 休職 降任 降格 計  －－ － － － －

懲戒処分の件数（Ｈ 23 年度） 処分の主な理由
免職 停職 減給 戒告 計 交通事故によるもの－ － － 1 1

【分限処分】　一定の事由によって職員がその職務を十分に果たすこと
ができない場合などに、職員の意に反する不利益な身分上の変動をも
たらす処分で、公務能率の維持向上を図ることを目的としています。

【懲戒処分】　職員の一定の服務義務違反に対して職員に科する制裁と
しての処分。規律の維持を目的として職員の道義的責任を問うもの。

　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者
として公共の利益のために勤務し、且

か
つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれ

に専念しなければならない」と規定されています。この趣旨を具体的に実現するため、
同法では、営利企業等の従事制限等を職員に課しており、その他にも職務命令等に従
う義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、職務専念義務、政治的行為の制限、争議行
為等の禁止等の義務を地方公務員に課して
います。平成 23 年度中の本市における営
利企業等への従事許可の状況（地方公務員
法第 38 条第１項の規定による任命権者の
許可を受けたもの）は次のとおりです。

【研修の実施状況（平成 23 年度）】
区　　分 内　　容

独自研修 職員人権同和研修、実地体験研修、人事評価者研修、係長・副主幹研修
メンタルヘルス研修

市以外が主催
する研修会

税務職員初任者研修、一般行政職員研修、給与事務研修会、メンタルヘ
ルス研修、北信三市主査研修、人事管理研修、北信三市管理者研修会、
先進都市行政視察、係長研修、新規採用職員研修、法務研修、市町村ア
カデミー・国際アカデミー受講、エネルギー管理講習

【勤務成績の評定の状況】
　人事評価は、平成 23 年度より新たな指標により全職員を対象に試行しました。

【健康診断等の実施内容】

レントゲン間接撮影、胃集団検診、
大腸ガン検診、人間ドック、婦人
ガン検診、総合健康診断

【公務災害等の発生
　および認定状況】

公務災害 通勤災害
発生 認定 発生 認定
2 2 0 0

【福利厚生事業】
ア．互助会は、職員（会員 260 人）からの会費（給料月額の 1000
　分の 4.5 に相当する額。Ｈ 23 年度　約 4,542 千円）等で運営さ
　れています。なお、互助会が実施する慶弔金、見舞金、
　資金の貸付、生活物資のあっせんなどの事業の費用は、会費など
　により賄われています。
イ．職員の共済制度は、他の健康保険や厚生年金の制度と同様に地
　方公務員等共済組合法に基づき、職員と市とにおいて分担・拠出
　する財源により短期給付事業、長期給付事業、福祉事業等を行っ
　ています。

平成 23 年度中に新たに介護休暇を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 １月

以下
１月超え
２月以下

２月超え
３月以下

３月超え
４月以下

４月超え
５月以下

５月
超え

－ 1 － － 1 － － －

申請
件数

承認
件数 承認した主な事項

6 6 公民館専門部員、消防
団、統計調査等

※職員数は一般職員に属する職員数であ
り、地方自治法、公益法人等への派遣等
に関する条例に基づく派遣職員を含み、
臨時または非常勤職員を除いています。

【職員手当の状況】 　  （H24 年 4 月 1 日現在）

区　分
飯山市

国
期末 勤勉

期
末
・
勤
勉
手
当

６月期 1.225 月分 0.675 月分

同　
左

（特定幹部職員）（1.025 月分）（0.875 月分）
12 月期 1.375 月分 0.675 月分

（特定幹部職員）（1.175 月分）（0.875 月分）
合　計 　2.6 月分   1.35 月分

（特定幹部職員） （2.2 月分）  （1.75 月分）
自己都合 勧奨・定年

退
職
手
当

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最 高 限 度 59.28 月分 59.28 月分
その他特例 退職時特別昇給は未実施

※他に扶養手当、住居手当、通勤手当等があります。

２  職員の給与の状況

３  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４  職員の分限および懲戒処分の状況

５  職員の服務の状況

６  職員の研修と勤務成績の評定の状況

７  職員の福祉と利益の保護の状況
【産業医および衛生委員会の設置】
　職員の衛生および健康の管理を行うため産業医を置くとともに、
職員の危険および健康障害を防止するための基本となるべき対策、
公務災害の原因の調査および再発防止対策その他職員の安全および
衛生に関することについて調査審議するため衛生委員会を設置して
います。

【人件費と職員給与費の状況】
　①人件費の状況（Ｈ 23 年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
139 億 503 万 8000 円 19 億 3167 万 5000 円 13.9％

　②職員給与費の状況（Ｈ 24 年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費

（B/A）
共済費給　料 職　員　手　当 計（B）うち期末・勤勉手当

226 人 8 億 9327 万
2000 円

4 億 7949 万
7000 円

3 億 2082 万
9000 円

13 億 7276 万
9000 円 607 万円 3 億 2892 万

3000 円

【一般行政職の初任給と経験年数別学歴別
  平均給料月額の状況】　　　　  （H24 年 4 月 1 日現在）

採用
区分 大学卒 高校卒

初任給 172,200 円 140,100 円

経
験
年
数

10 年以上 15 年未満 285,900 円 233,700 円
15 年以上 20 年未満 321,100 円 277,800 円
20 年以上 25 年未満 347,200 円 318,100 円
25 年以上 30 年未満 376,800 円 350,400 円
30 年以上 35 年未満 411,900 円 370,500 円

35 年以上 432,600 円 388,200 円

飯
山
市
の

人
事
行
政
運
営
状
況

採用者数　　　　　 　Ｈ24.4.1
職　種 上級職 中級職 初級職 合　計
人　数 3 0 1 4

公
表

飯山市の人事行政運営状況

退職者数　Ｈ 23.4.1 ～Ｈ 24.3.31
退職事由 定年 定年以外の退職 合　計

人数 2 3 5

飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２

【農業委員会とは】
　農業委員会は、農地等の
利用の調整など農業全般に
わたる問題を解決すること
などを目的とした農業・農
業者の利益を代表する機関
で、法律に基づき市町村ご
とに設置が義務付けられた
行政委員会です。

ま
れ
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の

耕
作
業
務
を
営
む
方
か
、
同
居
の

親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

方
。

︻
提
出
方
法
︼

　

該
当
す
る
世
帯
の
方
は
、
申
請

書
を
ご
記
入
の
う
え
、区
長
さ
ん
、

各
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
受
付
期
限
︼

　
平
成
25
年
1
月
10
日
㈭

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
12

月
に
各
区
長
さ
ん
等
を
通
じ
、「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
は
、
こ

の
申
請
書
を
も
と
に
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
調
整
さ
れ
る
「
農
業
委

員
会
選
挙
人
名
簿
」
に
載
っ
て
い

る
人
だ
け
が
有
権
者
と
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
世
帯
の
方
は
期
限

ま
で
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

︻
対 

象 

者
︼

　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

対
象
と
な
る
世
帯
は
期
限
ま
で
に
提
出
を

施設名（地区名）  測定
日 天候 測定

区分
測定
値

飯 山 市 役 所（飯山）11/28 晴 １ｍ 0.07
あ き は 保 育 園（飯山）11/21 晴 地表 0.09
中 央 幼 稚 園（飯山）11/21 晴 地表 0.10
め ぐ み 保 育 園（飯山）11/21 晴 地表 0.08
し ろ や ま 保 育 園（飯山）11/21 晴 地表 0.07
秋 津 保 育 園（秋津）11/21 晴 地表 0.09
木 島 保 育 園（木島）11/21 晴 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂）11/21 晴 地表 0.07
いずみだい保育園（柳原）11/21 晴 地表 0.08
常 盤 保 育 園（常盤）11/21 曇 地表 0.07
と が り 保 育 園（太田）11/21 曇 地表 0.07
し ら か ば 保 育 園（岡山）11/21 曇 地表 0.12
飯 山 小 学 校（飯山）11/21 晴 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津）11/21 晴 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島）11/21 晴 地表 0.10
東 小 学 校（瑞穂）11/21 晴 地表 0.10
泉 台 小 学 校（柳原）11/21 曇 地表 0.07
常 盤 小 学 校（常盤）11/21 曇 地表 0.07
戸 狩 小 学 校（太田）11/21 曇 地表 0.07
岡 山 小 学 校（岡山）11/21 曇 地表 0.09

　〃 11/28 曇 １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山）11/21 晴 地表 0.07
城 北 中 学 校（常盤）11/21 曇 地表 0.08

　11 月中の市内空間放射線量測定値を公表しま
す。測定の結果、健康に影響を与えるおそれのあ
る数値（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192
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年
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
金

の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

︻
手
続
き
の
流
れ
︼

①
「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

や
「
年
金
請
求
書
」
が
、
年
金
受

給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は

60
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
性
の
方
は
61
歳
以

降
に
な
り
ま
す
）
ま
た
は
65
歳
の

誕
生
日
の
約
３
か
月
前
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
届
き
ま
す
。

②
「
年
金
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、「
支
給
開
始
年
齢
の

誕
生
日
の
前
日
以
降
」
に
提
出
し

ま
す
。
提
出
先
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
の
期
間
の
み
の

方
は
市
役
所
国
保
年
金
係
へ
、
そ

れ
以
外
の
方
は
長
野
北
年
金
事
務

所
で
す
。

③
「
年
金
証
書
」「
年
金
決
定
通

知
書
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
年
金
を

受
給
さ
れ
る
皆
様
へ
）」
が
年
金

請
求
書
の
提
出
か
ら
約
１
か
月
後

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

④
年
金
証
書
の
送
付
か
ら
約
１
～

２
か
月
後
に
年
金
の
支
払
い
が
開

始
さ
れ
、
年
金
請
求
時
に
指
定
さ

れ
た
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き

　

20
歳
を
迎
え
た
ら
、
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
厚
生

年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組
合

加
入
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）

︻
手
続
き
の
流
れ
︼

①
「
国
民
年
金
資
格
取
得
届
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
長
野
北
年

金
事
務
所
（
ま
た
は
市
役
所
国
保

年
金
係
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
書
を
同
時
に
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

②
「
年
金
手
帳
」
が
届
き
ま
す
。

保
険
料
納
付
の
確
認
や
将
来
年

金
を
受
け
取
る
際
に
必
要
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
」

で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
等
も
可
能
で
す
）

詳
し
く
は
長
野
北
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
長
野
北
年
金
事
務
所
︼

　

０
２
６―

２
４
４―

４
１
０
０

長
野
北
年
金
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

相
談
日　
12
月
27
日
㈭

　
　
　
　
１
月
24
日
㈭

時　
間　
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場　
所　
飯
山
商
工
会
議
所

こ
く
み
ん

年　
　
金
シリーズ
368

　県内の市町村が、地域
の魅力を 30 秒のコマー
シャルに込めて伝える「第
12 回ふるさとＣＭ大賞
NAGANO」の最終審査が
12 月 2 日、長野市で開催
され、54 市町村から 91
作品が応募されたなか、
予選を通過した 25 作品が
ステージ PR に挑みました。
　飯山市からは今年も「ちーむこまぁしゃる 2012」が「行
こう！かまくらの里へ」のタイトルで参加し、飯山混声合
唱団の美しい歌声とかまくら祭り実行委員会の皆さんによ
る PR で、みごと大賞に次ぐ「八十二銀行賞」を受賞しました。
　これにより年間 50 回のテレビ放映が行われ、かまくら祭
りとともに飯山市の PR にも大きく貢献します。CM 制作に
尽力された皆様大変ご苦労様でした。
　最終審査会の模様は、1 月 5 日（土）午後 4 時から abn
でテレビ放映の予定です。皆さんもぜひご覧ください。

今年は八十二銀行賞受賞で 50 回のテレビ放映
 ふるさとＣＭ大賞で「かまくら祭り」ＰＲ

12 月 2 日　長野市日本一のお米の大会！
「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」開催！

　　11 月 22・23 日、「第 14 回　米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」
が木島平村で開催されました。全国から応募総数 3,915 点、その中で各部門
の最終選考に残ったお米の官能審査を行い、特別優秀賞そして金賞が決定され
ました。村では、総合部門で金賞３人と、特別優秀賞を１人が受賞、小学校部
門で木島平小学校が３年連続の金賞を受賞、そして農業高校部門でも下高井農
林高校が金賞を受賞するなど、地元開催に華を添えました。
　【問い合わせ】役場　交流産業推進室　☎ 82-3111（内線 136）

滑ろう！遊ぼう！笑おう！
 長野県スキー場統一

　　　   オープニングイベント開催
　12 月 22 日（土）、2012-2013 シーズンの長野県スキー
場統一オープニングイベントが、野沢温泉スキー場やまびこ
ゲレンデにて開催します。
　スキー 100 周年を再現
したヒストリカルデモン
ストレーションのほか、
豪華賞品の当たるお楽し
み抽選会、ふるまい鍋や
ふるまい酒のほか、県内
ゆるキャラも登場。また
当日は、小中学生リフト
料金無料となりますので、
皆さんで野沢温泉スキー
場へお出かけください。

【問い合わせ】
　野沢温泉スキー場
　☎ 85-3166

栄村震災復興住宅が完成しました
　長野県北部地震により住居が全壊したり解体を

余議なくされた方を対象とした、震災復興住宅が完成しまし
た。この住宅は、できる限りそれまで住んでいた集落へ戻れ
るように集合型にせず、村内 8 集落に 31 戸が建設されました。
　11 月 26 日（月）
に は 竣 工 式 が 行 わ
れ、神事や式典、住
宅の見学に多くの関
係者や住民の方が参
加しました。

 栄
　  村

野　沢
温泉村

通 信

月
刊

みゆき野
広域情報

みゆき野 かわら版
通 信

　精神的な疾患や悩みを抱
えた方たちが集い、スポー
ツや音楽、レクリエーショ
ンなどの活動をつうじて社
会生活で必要な支援を行
い、自分らしい生き方をサ
ポートする施設「メンタル

ケアみゆき」が、下木島の医療法人みゆき会 みゆき会クリ
ニックに設置され、11 月 1 日業務をスタートさせました。
　この施設は、当地域では初となる精神疾患者等のサポー
ト施設で、精神保健福祉士や看護師などが利用者の対応を
行います。同施設によると、現在見学やお試し利用を募集
しており、主治医やご家族と相談のうえ、事前に電話にて
予約をおこなってほしいとのことです。詳しくは、メンタ
ルケアみゆき☎ 63-2560 までお問い合わせください。

自分らしい生き方をサポートする地域の拠点誕生
 メンタルケアみゆき開設。見学等を募集

11 月 1 日　メンタルケアみゆき（木島地区 下木島）

　11 月 22 日、23 日、「第 14 回米・
食味分析鑑定コンクール　国際大
会」が、全国から 3915 点もの応
募を集め、木島平村を会場に開催
されました。
　審査の結果、小学生の部で木島小学校５年生が金賞、国
際総合部門では沼田浩徳さん（岡山）、斎藤康夫さん（岡山）、
佐藤嘉一さん（ファームステーション木島）がともに特別
優秀賞に輝く優秀な成績を収め、12 月 3 日、受賞の報告に
足立市長を表敬訪問しました。

　訪問を受けた足立
市長は、「今年は夏の
暑さなどもありまし
たが、良質な米を生産
していただきありが
とうございました。今
回の受賞によってま
すますこの地域の米

のブランド性が上り、これを契機に内外に飯山市においし
い農産物をアピールできます」と喜びの言葉を述べました。
　特別優秀賞に輝いた沼田さんと佐藤さんは、11 月 17 日
に北海道で開催された「第 2 回米－ 1 グランプリ in らんこ
し」でも入賞を果たされました。

米・食味分析鑑定コンクール 国際大会
 木島小学校が金賞、３者が特別優秀賞

12 月 3 日　飯山市役所

木 島
平 村

　20回目の開催となる
飯山サマージャンプ大
会が11月10日、11日、
市営飯山シャンツェで
行われました。
　大会本番となる 11
日は、時折小雨も降る
あいにくの天候でした
が、参加した 120 名もの選手は、飯山の街を見下ろすジャ
ンプ台で熱い戦いを繰り広げました。
　この日はバンクーバーオリンピック日本代表で先のス
キーワールドカップオーストリア大会で 3 位入賞を果たし
た飯山市出身の竹内択選手も参加し、2 本の見事なジャン
プで会場を沸かせたほか、小学生の部では 32 名（内市内小
学生は 6 名）の小学生が参加し、世界クラスの選手とジャ
ンプを始めたばかりの小学生が同じ大会で競技を行う、市
営飯山シャンツェならではの素晴らしい大会となりました。

120 名もの選手が大空を飛翔
 第 20 回サマージャンプ大会開催

11 月 10 日、11 日　市営飯山シャンツェ

㆖阿部知事など
が出席して行わ
れた竣工式

⇐完成した震災
復興住宅の外観

　今年 9 月に設立した飯山市役
所窓口改善懇話会（吉野哲朗会
長）は、これまで数回の会議を
重ね 11 月 27 日、足立市長に意
見書を提出しました。
　意見書では、市役所１階窓口
ローカウンター設置などの環境整備や職員のユニフォーム
などについて要望しており、足立市長は、「予算等の兼ね合
いもあるが、できることから実施したい」と述べました。

市役所窓口の環境改善などを要望
 飯山市役所窓口改善懇話会意見書提出

11 月 27 日　飯山市役所


